
第15回

行政だけでなく、地域への誇り・愛着を共有する住民・地域団体・NPO・企業等
の多様な民間主体が協働して、地域づくりの活動を実践する考え方です。

新たな
公とは

主催／中部の未来創造大賞推進協議会
国土交通省中部地方整備局、長野県、岐阜県、静岡県、愛知県、三重県、静岡市、浜松市、名古屋市、中日本高速道路（株）名古屋支社、名古屋高速道路公社、（独）水資源機構中部支社、日本下水道事業団東海総合事務所、
（独）都市再生機構中部支社、（公社）土木学会中部支部、（一社）中部地域づくり協会、（一社）日本建設業連合会中部支部、（一社）建設コンサルタンツ協会中部支部、（一社）長野県建設業協会、（一社）岐阜県建設業協会、
（一社）静岡県建設業協会、（一社）愛知県建設業協会、（一社）三重県建設業協会、（株）中日新聞社　後援／（一社）中部経済連合会

応募方法等詳しくはホームページをご覧ください。

http://www.cbr.mlit.go.jp/mirai/

 募集中
平成26年

 7月31日（木）
締切

レールマウンテンバイク「Gattan Go！！」
［特定非営利活動法人 神岡・町づくりネットワーク］

岐阜県飛騨市神岡町を走る神岡鉄道は平成18年に廃線と
なりましが、雪深い鉱山の町を支え続けた旧神岡鉄道の面
影や、軌道・トンネル・高架など、先人たちの熱意で築いた町
のシンボルともいえる鉄道遺産を保存し、単純に残すだけで
なく「乗って楽しい」乗り物を走らせることで、地域住民の
「心の財産」を形として表すことができるように「レールマウ
ンテンバイク」を開発しました。

第14回の大賞活動

 「観覧シートでガッタン・ゴー」 電動アシスト付きハイブリッド車に、
1人乗りの補助席をつけたタイプ

中部の未来創造大賞は、あいち・なごやで開催される「ESDユネスコ世界会議」を応援しています。
※ESD（持続的な開発のための教育）とは
環境、貧困、人権、平和、開発といった現代社会の様々な課題を自らの問題として捉え、身近なところから取り組むことにより、それらの課題の解決に
つながる新たな価値観や行動を生み出すこと、そして、それにより持続可能な社会を創造していく事を目指す学習や活動のことです。

（ESDユネスコ世界会議あいち・なごや支援実行委員会　http://www.esd-aichi-nagoya.jp/）



■第1～14回（平成12～25年度）の大賞受賞事例です

■問合わせ先

中部の未来創造大賞推進協議会事務局
国土交通省中部地方整備局企画部 企画課／TEL.052-953-8127
一般社団法人中部地域づくり協会 業務部／TEL.052-962-9455

●レールマウンテンバイク「Gattan Go！！」
特定非営利活動法人 神岡・町づくりネットワーク

●“いい地域はいい学校から”“いい学校はいい地域から”
　　～小学校を拠点とした地域づくり～

石榑の里コミュニティ

●白馬山麓における積雪期の事故防止活動
特定非営利活動法人 ACT

●熊野古道始神峠の整備・保存活動
始神峠を守る会

●二百万本の彼岸花と四季の花々で
　　　　童話の里を彩る環境美化活動

矢勝川の環境を守る会

●宿場の賑わい復活プロジェクト
宿場の賑わい復活一座

1. 住民、企業・学校、行政等が工夫して取り組んでいる地域づくりの活動で、以下に該当するもの
● 生活・自然環境の保全を行っているもの ● 地域づくりに関連した情報発信を行っているもの
● 景観の向上を行っているもの ● 資源の再利用を行っているもの
● 観光資源として活用されているもの ● 公共施設の整備にあたって、コスト縮減等に有効な新技術・新工法の研究開発を行っているもの

2. 災害時の人命救助、復旧活動や防災に関する活動
3. 伝統的な建造物の保存、復興等を行っている活動

●応募用紙に必要事項をご記入のうえ、下記の提出先まで送付してください。（応募資料は返却いたしません）

●長野、岐阜、静岡、愛知、三重の5県内における活動を対象とします。
●自らが参加している活動であり、特許・著作権またはプライバシー等の権利を侵害しないものに限ります。
●資格、年齢等は問いません。
●再応募ができます。（但し、これまでの「中部の未来創造大賞」にて大賞を受賞された活動は除きます）

●大　賞…１件   　［賞状、盾、賞金10万円］
●優秀賞…3件程度［賞状、賞金5万円］
●特別賞…中部経済連合会賞、中日新聞社賞

●学識経験者等からなる表彰委員会により選考します。必要に応じて現地調査、面談等を行います。

http://www.cbr.mlit.go. jp/mirai/ 詳しくはホームページをご覧ください。

平成26年7月31日（木）

応募方法

応募条件

賞

選　考

応募締切

■提出先

中部の未来創造大賞推進協議会事務局
〒460-8575 名古屋市中区丸の内三丁目5番10号名古屋丸の内平和ビル8F （一社）中部地域づくり協会 業務部宛

　　　052-962-9455　   052-962-9083 　　　　mirai@ckk.or.jp

個人情報等については、当協議
会が行う中部の未来創造大賞以
外には使用いたしませんが、受賞
された応募案件につきましては
ホームページ・パンフレット等で、
団体名、住所、電話番号、FAX、
URLを公開いたします。前述を
ご了承の上、ご応募下さい。

●地域を守る中学生
　　　～自分たちの町は自分たちで守る～

岐阜市立 三輪中学校

●富士山高原の酪農を元気にする高校生の挑戦
静岡県立 富岳館高等学校

●輝け、サンセット（夕日が美しい丘）ナンバー1
　～花の保護育成と環境保全活動を中心に～

阿南町立 阿南第二中学校

●“夢を大地に”アクションプログラム
静岡県立 磐田農業高等学校

●2020年笠原の森プロジェクト
多治見市立 笠原中学校

●守ろう。ふるさとの水門川＆
　　　地域ぐるみの親子早朝清掃

大垣市立 興文小学校

●八穂環境学習教室
海部地区環境事務組合  八穂クリーンセンター

●三島市街中がせせらぎ事業
静岡県三島市

●うだつの上がる町並みを生かしたまちづくり
美濃市建設部都市整備課

●里山に生きる牧田保育園
上石津町役場

●わしらの自慢の公園じゃ
　まぁいっぺん見にきておくれ ～働く元気高齢者

藤原町役場

●清水港・みなと色彩計画による景観形成
清水港・みなと色彩計画推進協議会

住民部門 企業・学校部門 行政部門

中部の未来創造大賞では次のような活動を募集します。

※受賞後３年間は受賞活動の後援、推薦（他機関が募集する賞や助成への推薦）を行います。
　（協議会への申請と確認が必要です。）

表彰式は平成26年12月ごろを
予定しております。

第14回表彰式の模様

TEL FAX E-mail


